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もくじ

３
年
ぶ
り
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
開
催
（
故
郷
の
家
・
神
戸
で
＝
９
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

　
地
球
に
は
、
人
間
の
子
が
住
む
権
利
が
あ
る
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
で
失
郷
民
、
難
民
の
数
が

1
0
0
0
万
人
を
超
え
た
と
言
う
。
そ
の
苦
労
は
、

い
か
ほ
ど
の
も
の
だ
ろ
う
か
。

　
私
が
子
ど
も
の
こ
ろ
、
朝
鮮
戦
争
が
起
き
た
。

父
と
母
が
営
ん
で
い
た
孤
児
た
ち
の
家
・
共
生
園

は
、
そ
れ
ま
で
50
余
名
だ
っ
た
の
が
一
気
に

5
0
0
人
以
上
に
膨
れ
上
が
っ
た
。
寝
る
場
所
は

畑
や
橋
の
下
、
屋
根
の
下
だ
っ
た
。
食
べ
物
が
な

い
か
ら
山
や
海
に
行
っ
て
何
で
も
取
っ
て
食
べ
た
。

兄
貴
た
ち
は
蛇
も
焼
い
て
食
べ
た
。

　
人
間
の
生
存
本
能
は
強
い
。
で
も
栄
養
失
調
で

赤
ん
坊
や
体
の
弱
い
人
は
死
ん
で
い
っ
た
。

　
母
は
、
な
す
す
べ
が
な
く
死
ん
だ
子
ど
も
を
き

れ
い
に
消
毒
し
、
ひ
と
晩
、
横
で
添
い
寝
し
た
。

そ
の
体
験
を
忘
れ
る
事
は
な
い
。

　
失
郷
民
、
難
民
た
ち
も
時
代
は
違
え
ど
大
変
だ

ろ
う
。
明
日
が
見
え
な
い
生
活
は
、
ど
ん
な
に
辛

い
だ
ろ
う
か
。

　
1
9
8
2
年
、
共
生
園
の
水
仙
花
合
唱
団
の
公

演
を
見
た
出
版
社
の
高
橋
さ
ん
に
言
わ
れ
た
。

　「
尹
さ
ん
の
経
験
を
話
し
て
下
さ
い
。
こ
の
頃
の

子
ど
も
た
ち
は
ト
ン
ボ
が
止
ま
る
と
バ
ッ
テ
リ
ー

が
切
れ
た
と
言
う
。
自
然
を
、
戦
争
を
、
貧
困
を

知
ら
な
い
か
ら
」

　
近
年
、
日
本
は
空
き
家
の
増
加
や
人
口
減
の
問

題
、
働
き
手
不
足
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

　
寝
る
場
所
も
あ
り
、
働
け
る
場
所
も
あ
る
の
だ
。

互
い
に
尊
重
し
、
違
い
を
認
め
、
歴
史
や
文
化
に

配
慮
し
た
施
策
で
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
失
郷
民
を
受

け
入
れ
る
道
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
々
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
私
た
ち
は
戦
争
や
貧
困
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
。
政
治
家
の
仕
事
だ
と
思
わ
ず
、
私
た
ち

が
行
動
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　　
過
日
、
五
月
初
め
に
田
内
千
鶴
子
の
故
郷
・
高

知
を
訪
ね
た
。
お
世
話
に
な
っ
た
シ
モ
ン
ズ
神
父

様
と
博
愛
園
園
長
・
武
田
紀
先
生
の
お
墓
が
わ
か

ら
ず
、
赤
岡
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
を
訪
ね
た
が
、
門

は
固
く
閉
ま
り
、
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
も
、
電
気
も
止

ま
っ
て
い
た
。
大
き
く
立
派
な
教
会
な
の
に
誰
も

い
な
い
。
な
ん
と
も
い
え
な
い
寂
し
さ
だ
っ
た
。

こ
れ
は
、
教
会
だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
改
め
て
思
う
。
そ
こ
に
誰
か
が
い
る
と
い
う
こ

と
は
偉
大
な
こ
と
だ
、
と
。

社
会
福
祉
法
人
こ
こ
ろ
の
家
族

　
　
尹
基
（Tauchi   M

otoi

）

子
ど
も
が
生
き
る
。
そ
こ
に
誰
か
が
い
る



　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
ス
タ
ッ
フ
は
、

在
籍
17
年
に
な
る
峯
岡
敬
子
リ
ー

ダ
ー
と
20
年
在
籍
の
職
員
ら
ベ
テ

ラ
ン
揃
い
。
職
員
た
ち
は
1
日
過

ご
す
な
か
で
ご
利
用
者
の
1
人
ひ

と
り
と
何
気
な
い
会
話
を
心
が
け

て
い
ま
す
。
朝
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク

か
ら
入
浴
を
介
助
す
る
と
き
に

は
、
長
年
培
っ
た
経
験
か
ら
ご
利

用
者
の
肌
の
感
覚
で
体
調
の
変
化

に
気
が
付
く
こ
と
も
あ
る
そ
う
。

　
入
浴
、
昼
食
、ス
ト
レ
ッ
チ
体

操
を
済
ま
せ
る
と
皆
が
楽
し
み
に

し
て
い
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
タ

イ
ム
。
故
郷
の
家
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
、

職
員
た
ち
が
何
回
も
試
行
錯
誤

し
車
椅
子
の
人
で
も
で
き
る
よ
う

に
工
夫
を
凝
ら
し
た
も
の
ば
か

り
。
ピ
ン
ポ
ン
玉
を
ラ
ッ
プ
の
芯

で
転
が
し
卓
上
の
端
に
設
置
さ
れ

た
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
得
点
を
競
う

「
ピ
ン
ボ
ー
ル
」
や
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
の
ア
レ
ン
ジ
「
ゲ
ー
ゴ
ル
」、「
卓

上
缶
倒
し
」
な
ど
の
ゲ
ー
ム
を

バ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
に
乗
せ
て

大
盛
り
上
が
り
。
職
員
も
鳴
り
物

楽
器
を
片
手
に
山
場
を
作
り
、
ご

利
用
者
の
笑
顔
が
弾
け
ま
す
。「
わ

し
、
ま
だ
ベ
ッ
タ
（
最
下
位
の
大

阪
弁
）
や
ー
」
と
真
剣
に
嘆
く
声

に
「
こ
れ
か
ら
こ
れ
か
ら
！
」
と

職
員
が
応
援
。
個
人
戦
も
あ
り
ま

す
が
、
ゲ
ー
ム
戦
で
は
一
体
感
も

生
ま
れ
ま
す
。
ほ
か
に
も
射
的
や

書
道
教
室
、
季
節
ご
と
に
部
屋
に

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
さ
れ
る
壁
画
制
作

も
。
現
在
毎
日
通
所
す
る
仲
井
千

代
子
さ
ん
は
「
私
は
ゲ
ー
ゴ
ル
が

大
好
き
。
楽
し
い
で
す
よ
ー
」
と

目
を
輝
か
せ
ま
す
。

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
も
増
し

て
人
気
な
の
が
月
1
回
開
催
さ
れ

る
「
ラ
イ
ブ
調
理
」。
厨
房
の
調

理
師
が
屋
台
を
組
み
、
目
の
前
で

料
理
を
披
露
。
で
き
あ
が
っ
た
ば

か
り
の
熱
々
の
食
事
を
味
わ
い
ま

す
。
天
ぷ
ら
、
お
好
み
焼
き
な
ど

の
メ
ニ
ュ
ー
の
な
か
で
一
番
好
評

な
の
が
「
に
ぎ
り
寿
司
」
！
ネ
タ

は
事
前
に
ご
利
用
者
の
好
み
を
リ

サ
ー
チ
。
中
で
も
マ
グ
ロ
は
不
動

の
人
気
。
普
段
は
食
が
細
い
ご
利

用
者
も
こ
の
と
き
ば
か
り
は
お

代
わ
り
す
る
人
も
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
2
回
目
の
休

止
期
間
中
、「
故
郷
の
家
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
何
か
で
き
る
こ

と
は
」
と
職
員
た
ち
が
誕
生
さ
せ

た
サ
ー
ビ
ス
が
「
出
張
入
浴
サ
ー

ビ
ス
」
で
す
。
通
常
、ヘ
ル
パ
ー

や
訪
問
入
浴
事
業
所
の
サ
ー
ビ

ス
で
す
が
、
故
郷
の
家
の
ご
利
用

者
に
は
顔
見
知
り
の
職
員
が
訪

問
し
た
方
が
安
心
す
る
は
ず
と
、

ご
家
族
の
承
諾
を
得
て
ス
タ
ー

ト
。
塗
り
絵
が
好
き
な
ご
利
用

者
に
は
塗
り
絵
の
材
料
を
、
習
字

が
好
き
な
ご
利
用
者
に
は
半
紙

を
持
参
し
、
多
い
日
に
は
1
日
3

〜
4
家
庭
を
回
り
ま
し
た
。

　
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
併
設
し
て

い
る
故
郷
の
家
で
は
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
の
職
員
が
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の

職
員
と
情
報
を
共
有
で
き
る
の

で
移
行
が
ス
ム
ー
ズ
。
ま
た
、
特

養
に
入
所
し
て
い
る
伴
侶
と
デ

イ
の
利
用
者
さ
ん
が
同
じ
屋
根
の

下
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
利
点
も
あ
り
ま
す
。

　
毎
年
お
誕
生
会
に
そ
の
年
の

干
支
の
折
り
紙
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

て
い
ま
す
。
ご
利
用
者
の
中
に
は

そ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
十
二
支
揃
う

ほ
ど
通
い
続
け
る
「
故
郷
の
家

フ
ァ
ン
」
も
い
ま
す
。

　
帽
子
姿
が
ダ
ン
デ
ィ
な
ご
利

用
者
の
松
浦
義
敬
（
よ
し
の
り
）

さ
ん
は
「
こ
こ
は
本
当
に
家
庭
的

で
み
ん
な
が
仲
良
く
て
安
心
。
何

よ
り
職
員
さ
ん
た
ち
が
温
か
い
」

と
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　（
佐
東
ま
ゆ
み
）

　　

手
作
り
ゲ
ー
ム
が
楽
し
い

3 年に渡るコロナ禍で 2 度の休止

を経た堺のデイサービス故郷の家。

今は元に戻り、元気いっぱいの職

員たちが細心の注意を払いながら

ご利用者と過ごしています。「家庭

的」「きめ細やか」「食事がおいしい」

「なんと言っても楽しい」。利用さ

れている方々がこのように評価す

る故郷の家のデイサービスの魅力

を取材してきました。

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
と
連
携

人
気
は「
ラ
イ
ブ
調
理
」

みなさんもどうぞ！とご利用者と職員たち

チーム戦でみんな真剣

デイサービス
故郷の家（堺）
にどうぞ

デイサービス
故郷の家（堺）
にどうぞ

故
郷
の
家
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
、
月
曜
〜
土
曜
、
祝
日
も
実

施
し
て
い
ま
す
︵
日
曜
、
年
末
年
始
の
み
休
み
︶。
体
験
利

用
実
施
中
。
問
い
合
わ
せ
は
0
7
2
・
2
7
1
・
0
8
8
1

休
止
期
間
中
は

出
張
入
浴
サ
ー
ビ
ス
も

２



　
故
郷
の
家
・
京
都
の
外
壁
補

修
工
事
が
4
月
30
日
に
完
了
し

た
。

　
故
郷
の
家
・
京
都
は
2
0
0
8

年
に
建
物
が
完
成
、
翌
年
開
設

さ
れ
た
が
、
早
く
も
12
年
2
月
に

は
施
工
不
良
に
よ
る
外
壁
タ
イ

ル
の
剥
離
が
発
生
、
そ
の
後
も
剥

離
や
崩
落
が
繰
り
返
し
起
こ
っ

て
い
た
。
安
全
対
策
の
た
め
17
年

8
月
に
は
外
壁
タ
イ
ル
落
下
防

止
用
養
生
ネ
ッ
ト
を
正
面
付
近

に
設
置
。
そ
の
後
19
年
に
は
建
物

全
体
が
ネ
ッ
ト
で
覆
わ
れ
る
に

至
っ
た
。

　
こ
の
間
、
建
築
請
負
業
者
と
は

協
議
を
重
ね
て
き
た
が
、
18
年
に

訴
訟
に
至
り
、
21
年
11
月
に
和
解

が
成
立
。
昨
年
7
月
か
ら
特
養
棟

と
地
域
交
流
棟
そ
れ
ぞ
れ
の
外
壁

タ
イ
ル
改
修
と
屋
上
防
水
改
修
が

始
ま
っ
て
い
た
。
工
期
は
今
年
7

月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
た
が
、

予
定
よ
り
早
く
完
了
し
た
。

　
長
年
の
懸
案
事
項
が
よ
う
や

く
解
決
、
数
年
に
わ
た
っ
て
施
設

を
覆
っ
て
い
た
ネ
ッ
ト
も
完
全
に

と
れ
、
現
在
は
写
真
の
よ
う
に
本

来
の
外
観
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で

き
て
い
る
。

外壁補修工事が完了 故郷の家・京都

工事が完了した故郷の家・京都（2023年4月。ドローンによる撮影）

　時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。
　来たる11月１日は、田内千鶴子生誕111年を記念し、日韓両国の関係者と共に日本女性田内千鶴子を木浦市民
葬で送って下さった木浦の皆様に心を込めて「木浦市民感謝碑建立除幕式を行う運びとなりました。
　つきましては、ご多忙の中恐縮ですが万障お繰り合わせの上ご参加賜りますようご案内申し上げます。

木浦市民への感謝を捧げる感謝碑建立準備委員会代表　田内　基

日時　2023年11月1日13時30分
場所　韓国木浦市海洋大学道２８　共生園広場（雨天時は新安ビーチホテル）
　　　記念碑彫刻家：李容俊　　　感謝の歌　作詞：峯野龍弘牧師、作曲：田中恵子
主催　木浦市民への感謝を捧げる感謝碑建立準備委員会
訪韓団募集　350名
木浦の感謝の旅の詳細は、決まり次第広報いたします。
　お問い合わせはこころの家族　故郷の家・東京広報担当：裵　哲恩（ペー・チョルン）TEL 090-9826-4441

協賛金のお願い
　目安として１口 1 万円で何口でも。お申し込みは、ご芳名、ご住所、お電
話番号をご記入の上、FAX 03-3644-0556または072-271-5474までお送り
下さい。郵送は、東京都江東区塩浜 1-4-48　故郷の家・東京　裵　哲恩ま
でお願いします。

ご送金の方法
　銀行振込：銀行名：三菱UFJ銀行　光明池支店　普通0096896　　
　口座名義：田内千鶴子生誕100周年記念事業会　

日本女性 田内千鶴子を市民葬で見送ってくださった
木浦市民に感謝する旅　並びに感謝碑建立除幕式典のご案内

日本女性 田内千鶴子を市民葬で見送ってくださった
木浦市民に感謝する旅　並びに感謝碑建立除幕式典のご案内

田内千鶴子と子どもたち
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め
ま
ぐ
る
し
く
生
き
た
90
年
。

故
郷
の
家
で
や
っ
と
一
息
つ
け
た

の
か
も
し
れ
な
い
。

　

江
一
さ
ん
は
東
京
・
北
区
出
身

の
在
日
韓
国
人
２
世
。５
人
の
子

ど
も
を
育
て
、
年
中
無
休
、
元
旦

ぐ
ら
い
し
か
休
ま
な
い
美
容
・
理

髪
店
の
社
長
と
し
て
多
い
時
で
４

店
、
切
り
盛
り
し
た
。
大
腿
骨
を

骨
折
し
て
車
椅
子
の
生
活
と
な

り
、
数
年
前
に
は
夫
が
世
を
去
っ

た
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
マ
ン
シ
ョ
ン

に
移
り
住
ん
だ
も
の
の
、
お
で
こ

に
大
き
な
あ
ざ
を
つ
く
っ
た
。
ど

こ
か
に
ぶ
つ
け
た
記
憶
も
な
い
。

ず
っ
と
同
じ
服
を
着
て
い
る 

│
│

そ
ん
な
一
人
暮
ら
し
を
心
配
し
た

子
ど
も
た
ち
が
、「
故
郷
の
家
・
東

京
」
の
ケ
ア
ハ
ウ
ス
を
知
っ
た
。
江

一
さ
ん
が
大
切
に
守
っ
て
き
た
韓

国
の
行
事
・
祭
祀
（
チ
ェ
サ
）
も
で

き
る
、
韓
国
料
理
も
充
実
し
、
故

郷
の
風
土
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ

る
。
そ
し
て
見
学
に
来
た
時
の
対

応
の
印
象
も
よ
か
っ
た
の
が
決
め

手
だ
っ
た
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
＊

　
「
女
は
勉
強
な
ん
か
し
な
く
て

い
い
、
中
学
だ
け
出
れ
ば
い
い
、

そ
ん
な
育
て
ら
れ
方
で
し
た
」
と

江
一
さ
ん
は
少
女
時
代
を
振
り

返
っ
て
笑
う
。
で
も
、
本
当
は
ク

ラ
シ
ッ
ク
音
楽
が
大
好
き
で
「
ピ

ア
ノ
を
弾
き
た
か
っ
た
が
一
切
で

き
な
か
っ
た
。
音
楽
を
や
る
の
が

私
の
夢
で
し
た
」
と
言
う
。

　

貴
蓮
さ
ん
は
「
母
の
夢
」
を
託

さ
れ
、
身
の
回
り
に
音
楽
が
あ
ふ

れ
る
な
か
で
育
っ
た
。
母
と
連
れ

だ
っ
て
一
流
ホ
ー
ル
で
ピ
ア
ノ
の

リ
サ
イ
タ
ル
を
聴
い
た
こ
と
も
。

　

10
歳
か
ら
フ
ル
ー
ト
を
習
い
、

国
立
音
大
に
進
ん
だ
。
卒
業
後
は

フ
ル
ー
ト
講
師
や
演
奏
活
動
に
打

ち
込
み
、
そ
の
腕
前
が
故
郷
の
家

の
職
員
の
耳
に
入
り
、
母
の
日
の

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
の
依
頼
を
引
き

受
け
た
。

　
　
　
　
　
　
＊

　

金
色
に
輝
く
フ
ル
ー
ト
で
童
謡

や
唱
歌
を
数
曲
。
演
奏
が
始
ま
っ

て
も
ど
ん
ど
ん
聴
衆
の
数
が
増
え

て
い
っ
た
。
日
本
の
「
故
郷
（
ふ
る

さ
と
）」と
韓
国
の「
故
郷
の
春（
コ

ヒ
ャ
ン
エ
ポ
ム
）」
を
奏
で
た
時
に

は
、
利
用
者
さ
ん
た
ち
が
歌
を
口

ず
さ
み
、
小
さ
な
う
ね
り
に

な
っ
て
い
っ
た
。
涙
を
浮
か
べ

る
人
も
い
た
。
貴
蓮
さ
ん
は
驚

い
た
。「
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど

演
奏
し
て
き
ま
し
た
が
、こ
ん

な
に
感
動
し
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
」

　
そ
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中

に
１
曲
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
好
き
の
母

へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
潜
ま
せ
て
い

た
。
歯
切
れ
良
く
音
が
上
下
す
る

バ
ッ
ハ
の
「
ポ
ロ
ネ
ー
ズ
」。
会
場

で
見
守
っ
て
い
た
江
一
さ
ん
は
「
ま

あ
、い
い
演
奏
だ
っ
た
ね
。
音
楽

は
私
の
夢
だ
か
ら
」
と
素
っ
気
な

い
表
情
な
が
ら
満
足
げ
に
耳
を
傾

け
た
。

　

親
子
の
夢
が
重
な
っ
た
温
か
い

時
間
だ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
市
川
速
水
）

　
　
×　
　
×　
　
×

　
イ
ベ
ン
ト
の
ゲ
ス
ト
参
加
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
通
じ
た

利
用
者
の
方
々
の
ご
家
族
、
親
戚
、

知
人
と
の
絆
も
「
故
郷
の
家
」
は

大
切
に
し
て
い
ま
す
。
お
知
り
合

い
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
ぜ
ひ

各
施
設
に
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

故
郷
の
家
で
母
娘
が
か
な
え
た
「
夢
の
演
奏
」

　
コ
ロ
ナ
禍
が
ひ
と
区
切
り
し
、
各
施
設
で
は
イ
ベ
ン
ト
の
活
気

が
戻
り
つ
つ
あ
る
。
故
郷
の
家
・
東
京
で
は
、５
月
の
母
の
日
に

周
貴
蓮
（
チ
ュ
・
キ
リ
ョ
ン
）
さ
ん
の
フ
ル
ー
ト
演
奏
が
あ
っ
た
。

貴
蓮
さ
ん
は
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
に
入
所
し
て
い
る
安
江
一（
ア
ン
・
ガ

ン
イ
ル
）さ
ん（
90
）の
娘
。
母
親
の
た
め
、そ
し
て
入
所
者
の
た
め
、

久
し
ぶ
り
に
生
の
音
楽
に
触
れ
た
入
所
者
の
皆
さ
ん
を
澄
ん
だ
音

色
で
魅
了
し
た
。

安
江
一
さ
ん（
右
）
と
娘
の
周
貴
蓮
さ
ん

安
江
一（
ア
ン
・
ガ
ン
イ
ル
）
さ
ん（
90
）

故
郷
の
家
・
東
京
発

─  ㉘  ─

演
奏
す
る
周
貴
蓮
さ
ん

（
故
郷
の
家
・
東
京
で
。

2
0
2
3
年
５
月
14
日
）

４



　今回は「ムゥ　マルレンイ　ムッチム」を紹介
します。韓国の切干大根は日本のものより太いの
で、太いもので作るのが一般的ですが、手に入り
にくいため、今回は日本の細い切干大根で作って
みました。簡単ですので一度作ってみてくださ
い。

故郷の家　機能訓練士　中橋 学

故郷の家・神戸　管理栄養士　　霜中　美恵子

①鍋に水といりこダシダを入れて、よく混ぜ火に
かけ、沸騰したら火を止め、冷ましておく。
②生姜をすりおろし、生姜汁をしぼっておく。
③切干大根を水でよく洗い、水分をしぼり、しっ
かり水をきっておく。
④ボールに①のいりこだしと、水をきった切干
大根を入れて混ぜる。
⑤④に生姜汁、おろしにんにく、いりこエキス、
濃口醤油、梅エキス、料理酒、粉唐辛子、水アメ、
砂糖、オリゴ糖を分量通り入れ、よく混ぜる。
⑥最後にゴマ油を入れて混ぜてから、いりゴマ
を入れてよく混ぜたら出来上がり。

ムゥ　マルレンイ　
ムッチム

手部・肘部ストレッチ
　今回は肘から先の痛みやけがの予防の為のストレッチ体操

をお伝えします。

　重い荷物を持つ、座り姿勢が多い、腕・手をよく使うよう

な生活スタイルの方は手や肘に症状が出やすく、負担を継続

してかけてしまうことで腱鞘炎・ばね指などのリスクが高く

なります。また、重い荷物を持つことでも手首をねじりやす

くなったり肘部に痛みが出る場合があります。

①親指の付け根を押しながら親指の曲げ伸ばしを行う。 
左右 10回。

②手のひらの中心を押しながら手を開き閉じる。
　左右 10 回。（このストレッチで手のひらの筋肉が全 
体的に伸びます）

①片腕を下に伸ばし、もう片
方の手で指先を持ち手のひ
らを伸ばします。
②伸ばしながらゆっくりと手
を 90 度まで上げていきま
す。（90 度まで上げること
で前腕部分の筋肉がよく伸
びます）
③90 度まで上げた状態で 10
秒数えます。
　これを左右２セット行いま
す。

水 ……………………………… 50cc
いりこダシダ ………………… 小さじ 1/2
切干大根（30ｇ）……………… 1P
生姜 …………………………… 1片
おろしにんにく ……………… 小さじ 1
粉唐辛子（細かいサイズ）…… 大さじ 1と 1/2杯
梅エキス ……………………… 小さじ 2
いりこエキス　 ……………… 小さじ 1
濃口醤油 ……………………… 小さじ 2
料理酒 ………………………… 小さじ 1
砂糖 …………………………… 大さじ 1/2
水あめ ………………………… 大さじ 1/2
オリゴ糖 ……………………… 小さじ 1/2
ゴマ油 ………………………… 小さじ 1
いりゴマ（白）………………… 小さじ 1

③指を大きく開き５秒間キープする。左右 5セット。
　（指の筋肉が硬い方は指がつるような感覚が出るため
に無理をせず注意する）

介護予防やリハビリに！

（切干大根の和え物）

 ■手部ストレッチ

■ 肘部ストレッチ
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│
│
当
法
人
と
の
出
会
い
を
教
え
て
く
だ

さ
い

　
米
田　
2
0
0
9
年
頃
で
し
ょ
う
か
。
韓
国

の
高
校
生
が
建
国
高
校
（
大
阪
市
）
を
訪
問
す

る
行
事
が
あ
り
、こ
こ
ろ
の
家
族
理
事
の
金
基

周
（
学
校
法
人
白
頭
学
院
常
任
顧
問
）
さ
ん
か

ら
堺
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
を
通

し
て
サ
ポ
ー
ト
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
当
時

私
は
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
の
ガ
バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト

と
い
う
立
場
で
、
韓
国
の
高
校
生
た
ち
を
関
西

国
際
空
港
で
出
迎
え
た
り
、
堺
市
長
へ
の
表
敬

訪
問
や
市
役
所
内
で
の
昼
食
な
ど
の
一
連
の
行

事
を
お
手
伝
い
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
毎
年
、
高
校
生
た
ち
を
出
迎
え
る
支
援
を

続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
法
人
こ
こ
ろ
の
家

族
と
の
出
会
い
で
し
た
。

　

│
│
尹
基
理
事
長
の
印
象
は
い
か
が
で
し

た
か

　
米
田　
穏
や
か
で
優
し
い
と
い
う
印
象
で
し

た
。
日
韓
の
福
祉
の
掛
け
橋
と
な
ら
れ
、
堺
市

平
和
貢
献
賞
も
受
賞
さ
れ
た
偉
い
方
な
の
に

謙
虚
で
、
立
派
な
方
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

│
│
当
法
人
の
理
念
や
こ
こ
ろ
の
家
族
運

動
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た

か
　
米
田　
こ
こ
ろ
の
家
族
の
理
念
に
は
と
っ
て

も
賛
同
し
て
い
ま
す
。
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
の
趣

旨
に
も
と
て
も
合
っ
て
い
ま
す
。
2
0
1
9
年

に
理
事
と
し
て
入
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
特
別
の
素
晴
ら
し
さ
が
あ
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。
来
訪
す
る
人
へ
の
お
も
て
な
し
か
ら「
す

ご
い
」
と
、
虜
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

│
│
堺
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

に
入
会
さ
れ
た
経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
米
田　
薬
局
を
開
局
し
10
年
経
っ
た
頃
、
堺

市
の
い
く
つ
か
の
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
か
ら
声

が
か
か
り
ま
し
た
。
以
前
、ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
は
男
性
会
員
ば
か
り
だ
っ
た
の
で
す
が

1
9
8
7
年
、ア
メ
リ
カ
で
女
性
が
訴
訟
を
起

こ
し
、
男
女
隔
た
り
な
く
会
員
に
な
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
私
自
身
も
自
分

の
人
生
で
人
様
に
奉
仕
で
き
る
良
い
チ
ャ
ン
ス

だ
と
思
い
堺
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
に
入
会
し
ま
し
た
。
当
時
、
女
性
会
員
は
私

1
人
で
し
た
が
、
今
で
は
半
数
が
女
性
会
員
で

す
。
　

│
│
2
0
1
0
年
、ロ
ー
タ
リ
ー
の
地
区
を

統
括
す
る
代
表
者
「
ガ
バ
ナ
ー
」
に
。
日
本
で

2
人
目
の
女
性
ガ
バ
ナ
ー
で
し
た

　
米
田　
ガ
バ
ナ
ー
は
、
奉
仕
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

や
ロ
ー
タ
リ
ー
の
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ

の
参
加
を
奨
励
し
な
が
ら
、
ク
ラ
ブ
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
と
い
う
大
き
な
役
割
が

あ
り
ま
す
が
、
当
時
私
は
子
育
て
も
終
わ
り
、

年
齢
的
に
も
59
歳
で
ま
だ
国
際
奉
仕
に
専
念

で
き
る
環
境
で
し
た
の
で
、「
ま
だ
働
け
る
」

と
お
受
け
し
ま
し
た
。フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
の
メ
ン

バ
ー
が
み
な
協
力
し
て
く
れ
て
有
り
難
か
っ
た

で
す
。

　

│
│
ご
出
身
は
ど
ち
ら
で
す
か

　
米
田　
大
阪
府
守
口
市
で
す
。

　

│
│
薬
学
の
道
へ
進
ま
れ
た
の
は
何
か
理

由
が
あ
り
ま
す
か

　
米
田　
い
え
、
そ
れ
は
簡
単
な
理
由
で
。
当

時
、
薬
学
部
は
4
年
制
で
医
学
部
よ
り
は
早

く
卒
業
で
き
て
資
格
を
取
得
で
き
ま
す
。
母
は

昔
気
質
だ
っ
た
の
か
、
早
く
大
学
を
卒
業
し
て

早
く
結
婚
を
、
と
薬
学
部
を
薦
め
ま
し
た
。
地

方
の
医
学
部
も
受
験
し
合
格
し
た
の
で
す
が
、

実
家
か
ら
通
い
や
す
い
と
い
う
だ
け
の
理
由
で

大
阪
大
学
の
薬
学
部
を
選
び
ま
し
た
。
そ
し
て

母
の
心
配
を
よ
そ
に
大
学
3
年
で
米
田
俊
久

と
学
生
結
婚
し
ま
し
た
。

　

│
│
え
？　
ご
主
人
は
同
級
生
で
す
か

　
米
田　
い
え
。ア
ル
バ
イ
ト
で
家
庭
教
師
を

し
た
の
が
主
人
の
い
と
こ
で
。
主
人
の
実
家
に

家
庭
教
師
に
行
っ
て
た
の
が
縁
で
し
た
。

　

│
│
学
業
と
家
事
な
ど
大
変
だ
っ
た
の
で
は

　
米
田　
そ
う
な
ん
で
す
。
3
・
4
年
生
は
実

習
も
あ
り
時
間
の
や
り
く
り
が
大
変
で
し
た
。

　

│
│
ご
両
親
は
ど
の
よ
う
な
方
で
し
た
か

　
米
田　
父
は
企
業
で
研
究
職
に
着
い
て
い
ま

し
た
。
母
は
高
校
の
国
語
の
教
師
で
し
た
。

　

│
│
ご
自
身
は
ど
の
よ
う
な
お
子
様
で
し

た
か

　
米
田　
穏
や
か
な
両
親
の
元
で
叱
ら
れ
る

こ
と
も
な
く
育
ち
ま
し
た
。
あ
の
頃
は
、
中
学

校
で
試
験
が
あ
る
と
成
績
が
張
り
出
さ
れ
る

ん
で
す
。
自
分
で
言
う
の
も
な
ん
で
す
が
、
入

学
か
ら
卒
業
ま
で
ト
ッ
プ
を
貫
き
、
母
は
私
の

こ
と
を
「
希
望
の
星
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

母
は
2
0
1
3
年
に
93
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た

が
最
後
ま
で
そ
れ
を
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

│
│
薬
剤
師
と
し
て
薬
局
を
経
営
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
い
つ
で
す
か

　
米
田　
33
歳
の
時
に
主
人
の
事
業
に
関
係

す
る
場
所
で
1
件
の
薬
局
を
開
局
し
ま
し
た
。

　

│
│
ご
主
人
の
事
業
と
は

　
米
田　
貸
し
ビ
ル
業
で
す
。
主
人
の
祖
父
・

米
田
権
一
は
奈
良
県
高
取
市
に
生
ま
れ
ま
し
た

が
次
男
だ
っ
た
の
で
生
家
を
出
て
大
阪
で
一
旗

揚
げ
よ
う
と
千
日
前
に
土
地
を
買
い
、
97
年
前

に
米
田
合
名
会
社
を
起
業
、「
敷
島
興
業
」
と

し
て
映
画
館
を
複
数
経
営
し
男
爵
の
称
号
を

も
ら
い
一
世
を
風
靡
し
た
人
で
し
た
。
1
人
息

子
で
義
父
の
権
乃
丞
が
そ
れ
を
継
ぎ
、
大
阪
府

下
に
8
つ
の
映
画
館
を
経
営
。
映
画
全
盛
期
の

頃
は
映
画
館
前
に
行
列
が
で
き
、
半
券
が
あ
っ

と
い
う
間
に
段
ボ
ー
ル
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
と

い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
聞
き
ま
し
た
。
時
代
の
流

れ
と
共
に
映
画
が
斜
陽
に
な
っ
た
こ
と
を
感
じ

た
義
父
は
映
画
館
か
ら
貸
し
ビ
ル
業
に
転
じ
、

今
残
っ
て
い
る
の
は
「
T
O
H
O
シ
ネ
マ
ズ
な

ん
ば
」の
別
館
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
け
で

す
。
米
田
合
名
会
社
は
現
在
、
長
男
の
典
生
が

代
表
社
員
を
務
め
て
い
ま
す
。

　

│
│
薬
局
27
店
舗
を
展
開
す
る
米
田
薬
局

グ
ル
ー
プ
は
ご
自
身
の
事
業
で
す
か

　
米
田　
そ
う
で
す
。
私
は
12
年
間
堺
市
薬

剤
師
会
で
薬
局
の
審
査
の
仕
事
を
担
っ
て
き
ま

し
た
。
新
し
い
薬
局
が
薬
剤
師
会
に
入
会
す
る

の
を
審
査
す
る
役
目
で
し
た
。
そ
の
時
の
知
識

が
役
立
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
今
で
は
思
っ
て

い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
医
薬
分
業
が
1
9
9
7
年
以
降
、

急
速
に
進
み
、
2
0
0
3
年
に
初
め
て
全
国
の

院
外
処
方
箋
受
付
率
が
50
％
を
超
え
た
と
い

う
時
代
に
合
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
老

人
施
設
で
の
在
宅
患
者
訪
問
薬
剤
管
理
は
ほ

か
の
薬
局
に
先
駆
け
て
行
っ
て
い
ま
し
た
。
訪

問
薬
剤
は
手
間
が
か
か
る
な
ど
で
嫌
が
る
薬

局
が
多
く
、
そ
の
頃
は
異
端
児
扱
い
で
し
た

（
笑
）

　

│
│
大
学
で
在
宅
服
薬
管
理
に
つ
い
て
教

え
て
ら
っ
し
ゃ
る

　
米
田　
そ
う
で
す
。
在
宅
患
者
訪
問
薬
剤

管
理
は
2
0
0
0
年
に
介
護
保
険
が
で
き
て
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
で
す
が
大
学
で
教
え
る

人
が
い
な
い
。
私
は
母
校
の
薬
友
会
の
理
事
も

し
て
い
る
の
で
頼
ま
れ
て
授
業
の
1
コ
マ
を

持
っ
て
い
ま
す
。
90
分
授
業
で
私
が
60
分
受
け

持
ち
、
そ
の
後
薬
剤
師
と
し
て
働
く
若
い
人
に

 
さん

米田眞理子
何
よ
り
も
前
向
き
に
考
え
る
こ
と 今

の
現
場
の
講
義
を
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

│
│
薬
剤
師
と
し
て
、
ま
た
薬
局
を
経
営
す

る
う
え
で
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か

　
米
田　
薬
剤
師
と
し
て
は
「
お
待
た
せ
し
な

い
、
患
者
さ
ん
最
優
先
の
調
剤
」
と
ス
タ
ッ
フ

全
員
に
常
に
言
っ
て
い
ま
す
。

　
経
営
者
と
し
て
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
、
従

業
員
を
絶
対
に
大
事
に
し
て
従
業
員
の
家
族
も

幸
せ
に
す
る
こ
と
で
す
。
具
体
的
に
は
給
料
を

高
く
す
る
。
そ
し
て
、
結
婚
し
た
時
に
は
1
週

間
の
休
暇
が
取
れ
る
な
ど
福
利
厚
生
を
し
っ
か

り
整
え
て
い
ま
す
。
薬
剤
師
と
事
務
の
仕
事
を

き
っ
ち
り
分
け
て
楽
し
く
仕
事
が
出
来
る
環
境

を
作
る
。
す
る
と
薬
剤
師
が
口
コ
ミ
で
集
ま
っ

て
き
て
人
材
が
潤
沢
に
回
り
、
そ
れ
と
共
に
在

宅
の
仕
事
も
で
き
て
い
ま
す
。
現
在
は
1
2
0

施
設
の
訪
問
調
剤
を
請
け
負
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
最
新
の
機
械
を
入
れ
る
。
事
業
へ
の
投
資
は

惜
し
ま
な
い
で
す
。

　

│
│
こ
れ
か
ら
の
展
開
も
あ
り
ま
す
か

　
米
田　
今
は
薬
局
で
は
な
く
て
医
療
モ
ー
ル

を
手
が
け
る
法
人
9
社
で
グ
ル
ー
プ
を
組
ん
で

い
る
の
で
す
が
、
そ
の
中
で
も
天
下
茶
屋
駅
の

薬
局
が
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。
天
下
茶
屋

駅
は
南
海
電
車
と
地
下
鉄
が
乗
り
入
れ
て
い
て

患
者
さ
ん
も
多
い
。
な
の
で
こ
こ
の
医
療
モ
ー

ル
を
拡
大
し
よ
う
と
現
在
、
計
画
中
で
す
。
南

海
電
鉄
も
喜
ん
で
く
れ
て
ト
ン
ト
ン
拍
子
で
話

が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

│
│
趣
味
や
楽
し
み
な
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
　
米
田　
趣
味
は
仕
事
で
す
（
笑
）。で
も
2

〜
3
日
の
休
み
が
取
れ
る
と
長
女
と
韓
国
や

香
港
へ
の
旅
行
を
楽
し
み
ま
す
。
韓
国
は
大
好

き
な
ん
で
す
。
歯
科
医
で
医
療
法
人
社
団
桜
柊

会
の
理
事
長
を
し
て
い
る
長
女
と
旅
行
す
る
こ

と
が
何
よ
り
の
楽
し
み
で
す
。コ
ロ
ナ
禍
前
に

は
尹
基
理
事
長
と
一
緒
に
ソ
ウ
ル
に
行
き
帰
国

し
て
1
日
お
い
て
す
ぐ
に
釜
山
に
行
っ
た
ほ
ど

で
す
。
行
き
つ
け
の
焼
き
肉
屋
さ
ん
が
あ
っ
て
、

そ
こ
は
日
本
に
は
な
い
お
い
し
さ
で
す
。
私
は

2
0
1
6
年
、
ボ
ク
サ
ー
の
元
世
界
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
の
高
山
勝
成
さ
ん
の
後
援
会
長
に
就
任
。

そ
の
前
か
ら
近
畿
大
学
ボ
ク
シ
ン
グ
部
の
後
援

会
長
も
務
め
て
い
て
、
ボ
ク
サ
ー
た
ち
を
何
人

も
連
れ
て
い
き
ま
す
。
韓
国
に
到
着
し
た
ら
す

ぐ
に
冷
麺
を
食
べ
、
夕
食
は
焼
き
肉
屋
。
2
回

目
の
夕
食
は
ピ
ザ
。朝
食
は
ア
ワ
ビ
粥
な
ど
と
、

よ
く
食
べ
て
く
れ
る
姿
を
見
る
の
も
う
れ
し
い

で
す
。

　

│
│
ボ
ク
サ
ー
た
ち
の「
豪
快
な
お
母
さ
ん
」

の
よ
う
。
後
援
会
会
長
に
就
か
れ
た
経
緯
を
教

え
て
く
だ
さ
い

　
米
田　
近
大
ボ
ク
シ
ン
グ
部
は
、一
度
廃
部

に
な
り
復
活
す
る
と
き
に
後
援
会
長
を
お
引

き
受
け
し
、
高
山
さ
ん
の
後
援
会
長
は
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
を
通
し
て
話
が
あ
っ
た
こ
と
が
縁

で
し
た
。
ボ
ク
サ
ー
の
4
人
は
今
、
米
田
薬
局

グ
ル
ー
プ
で
正
社
員
と
し
て
働
い
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
堺
市
の
自
宅
の
庭
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

大
会
を
開
催
し
た
と
き
は
高
山
選
手
を
は
じ
め

近
畿
大
学
ボ
ク
シ
ン
グ
部
員
、ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
会
員
ら
1
8
0
人
を
招
待
し
ま
し
た
。
そ

の
席
で
高
山
選
手
が
「
米
田
さ
ん
に
は
こ
れ
ま

で
も
母
親
の
よ
う
に
見
守
っ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
新
体
制
で
後
援
会
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ

て
い
た
だ
い
て
、
自
分
は
世
界
王
者
に
な
る
任

務
を
果
た
し
ま
す
」
と
4
本
の
ベ
ル
ト
を
掲
げ

て
挨
拶
し
て
く
れ
た
こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。

　

│
│
故
郷
の
家
は
、
今
後
ど
の
よ
う
な
施
設

に
な
っ
た
ら
よ
い
と
思
わ
れ
ま
す
か

　
米
田　
今
後
、
施
設
で
の
看
取
り
が
多
く

な
っ
て
く
る
と
思
う
の
で
、
ご
利
用
者
の
ご
家

族
が
安
心
し
て
看
取
っ
て
も
ら
え
る
施
設
に
、

と
願
い
ま
す
が
、
現
状
で
は
も
う
そ
の
よ
う
な

施
設
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
高
齢
者
施

設
は
営
利
追
求
型
で
は
働
く
人
が
続
か
な
い
。

故
郷
の
家
は
、
国
内
の
施
設
の
お
手
本
に
な
っ

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

│
│
健
康
の
秘
訣
は
あ
り
ま
す
か

　
米
田　
寝
る
こ
と
と
食
べ
る
こ
と
。
何
よ
り

も
前
向
き
に
考
え
る
こ
と
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
聞
き
手
＝
佐
東
ま
ゆ
み
）

　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
米
田
　
眞
理
子
（
よ
ね
だ　
ま
り
こ
）

　
米
田
薬
局
グ
ル
ー
プ
C
E
O
。
日
本
薬
剤
師

研
究
セ
ン
タ
ー
認
定
研
修
薬
剤
師
。（
株
）
東

湖
代
表
取
締
役
。（
有
）
イ
ー
ス
ト
レ
イ
ク
代

表
取
締
役
。
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
第
2
6
4
0
地

区
ガ
バ
ナ
ー
・
パ
ス
ト
ガ
バ
ナ
ー
。
社
会
福
祉

法
人
こ
こ
ろ
の
家
族
理
事
。
大
阪
大
学
（
薬
学

部
）
薬
友
会
理
事
。
元
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
・

高
山
勝
成
後
援
会
会
長
。
近
畿
大
学
ボ
ク
シ
ン

グ
部
後
援
会
会
長
な
ど
。

　
1
9
6
8
年
3
月
、
大
阪
府
立
大
手
前
高
校

卒
業
。
72
年
3
月
、
大
阪
大
学
薬
学
部
卒
業
。

2
0
0
1
年
、
米
田
薬
局
グ
ル
ー
プ
（
関
西　

東
京
）
C
E
O
就
任
。
03
年
、
N
P
O
法
人
く

す
り
関
西
2
1
研
究
機
構
理
事
長
就
任
。
18

年
、
医
療
法
人
社
団
桜
柊
会
理
事
就
任
。

　
1
9
9
6
年
大
阪
府
知
事
賞
（
学
校
薬
剤
師

と
し
て
）、
2
0
1
3
年
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
超

我
の
奉
仕
賞
受
賞
。

今
号
は
、
当
法
人
理
事
で
関
西
一
円
と
東
京
に
調
剤
薬
局
・
在
宅
服
薬
管
理
部

門
を
中
心
に
事
業
展
開
す
る
米
田
薬
局
グ
ル
ー
プ
C
E
O
の
米
田
眞
理
子
さ
ん

に
ご
登
場
戴
き
ま
し
た
。
薬
剤
師
で
薬
局
経
営
、
そ
し
て
大
阪
南
部
と
和
歌
山

県
が
エ
リ
ア
の
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
第
2
6
4
0
地
区
で
ガ
バ
ナ
ー
を
務
め
る
な

ど
、
ロ
ー
タ
リ
ー
活
動
の
要
職
を
歴
任
。
ま
た
プ
ロ
ボ
ク
サ
ー
や
近
畿
大
学
ボ

ク
シ
ン
グ
部
の
後
援
会
長
を
務
め
る
な
ど
活
躍
は
桁
外
れ
。
そ
の
幅
広
い
活
動

の
根
底
は
、
従
業
員
を
大
切
に
す
る
き
め
細
や
か
で
深
い
心
が
あ
る
よ
う
で
す
。

従
業
員
も
従
業
員
の
家
族
も
大
事
に

母
の
「
希
望
の
星
」
だ
っ
た

日
本
で
２
人
目
の

　
　

女
性
ガ
バ
ナ
ー
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堺・大阪・神戸・京都・東京 ───
「故郷の家」各施設のホットな話題をお伝えします
※各施設のブログもご覧ください。QRコードからどうぞ！

京都
堺

　4月10日、故郷の家・京都では、約3年ぶりに『お茶会』
を開催しました。
　茶道の池田邦子先生にお越しいただき、お抹茶と和
菓子を入居者様、職員にご用意していただきました。
入居者様が順番に 1 階に降りて来られ、甘い和菓子と
少し苦みのある抹茶を交互に召し上がり、久しぶりに
それぞれほっこりとした時間を過ごされました。入居者
様からは「本当に久しぶりで、おいしかった」「次回の
お茶会も楽しみにしていますね」などの声も聞かれま
した。

　
5
月
20
日
、
大
韓
シ
ル
バ
ー
会
京
都
支
部
と
の

協
賛
で
衣
類
バ
ザ
ー
と
模
擬
店
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
チ
ヂ
ミ
、
焼
き
そ
ば
、
キ

ム
チ
な
ど
も
販
売
し
、
ご
利

用
者
、
ご
家
族
、
た
く
さ
ん

の
地
域
の
方
々
に
お
越
し
い

た
だ
き
、
久
し
ぶ
り
の
大
き

な
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
食
材
の
仕
込
み
や
当
日
の

販
売
な
ど
、
京
都
支
部
の
皆

様
の
献
身
的
な
働
き
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
河
久
子
会
長
よ
り
こ
の
日

の
売
上
を
ご
寄
付
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　先日、一般社団法人日本ブンネ音楽協会・代表理事
の丹羽大規様とオンラインで、歌とブンネ楽器の一つ
であるスウィングバー・ギターとのセッションを楽しみ
ました。
　ブンネ楽器とはスウェーデン発祥の、誰もがすぐに
演奏できるように工夫を凝らして作られた楽器です。
　はじめは遠慮がちに、こわごわギターに触れていた
ご利用者様もだんだんと笑顔になられ、音楽が持つ力
の素晴らしさを感じるひと時となっています。

　5月の電気工事による停電でかなわなかった母の日行事と6
月の父の日行事を兼ねて、堺市南区のイメージキャラクター
「みみちゃん」をゲストに迎え、利用者様となつかしい歌を一
緒に歌ったり踊ったり、にぎやかな時間を過ごしました。
　また、この日のおやつはみんな大好きな粒あんたっぷりの
「御座候」。ボリューム満点なのにペロリと完食され、「美味し
かったわ～、また買ってきてね」と皆様終始ご機嫌な一日を過
ごされました。

音楽って、楽しいね！

みみちゃんと歌おう！

地
域
の
方
も
招
い
て
バ
ザ
ー
と
模
擬
店

3 年ぶりのお茶会
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神戸
東京

故郷の家・東京の 4 階のはまぞのユニットでは、ユ
ニットをフラワーガーデンのように華やげようと、い
ろいろな花のデコレーションを工夫して創り、見事
にテーブルや壁などに飾ってくれました！これで以
前の倍の明るさにユニット内が生まれ変わりました。
利用者さんも気分が安らいでおられるような面持ち
が見受けられます。

今
年
の
母
の
日
の
行
事
は
、
3
年
ぶ
り
の
大
き
な

イ
ベ
ン
ト
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
1
部

は
、
利
用
者
さ
ん
の
ご
令
嬢
に
よ
る
フ
ル
ー
ト
演

奏
。
第
2
部
は
東
洋
大
学
総
合
情
報
学
部
、
菅
原

徹
先
生
（
ス
マ
イ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
学
会
代
表
理
事
）

の
ス
マ
イ
ル
講
演
会
。
こ
れ
は
、い
か
に
笑
顔
と
い

う
の
は
重
要
か
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す
の
か
と
い

う
こ
と
で
、
科
学
的
エ
ビ
デ
ン
ス
も
交
え
な
が
ら
、

最
後
は
「
う・ん・ぱ・に
」

と
い
う
笑
い
の
体
操
も

利
用
者
の
皆
さ
ん
と
実

践
し
て
、
と
て
も
楽
し

く
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　5月13日、3年ぶりに最も女性が輝く祭典、「故郷の家・神
戸コレクション」(母の日・ファッションショー )が開催されま
した。今年は特養・神戸デイ・真野デイのご利用者が参加され、
最高のおしゃれをして颯爽とレッドカーペットを歩きました。
　まずはヘア・メイクの時間です。職員がご利用者の方々を
いつもより美しく仕上げます。そしていよいよ本番です！　着
物・チョゴリ・アロハと皆様今日一番の服装で職員と一緒に
笑顔でランウェイされました。
　最後はファッションショーに参加された皆さん全員で集合
写真を撮影し、思い出に収めました。

　
4
月
23
日
、地
域
行
事
の
「
真

野
ふ
れ
あ
い
花
ま
つ
り
」
が
３

年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

故
郷
の
家
か
ら
は
チ
ヂ
ミ
の

屋
台
を
出
し
ま
し
た
。
前
日
か

ら
仕
込
み
を
し
た
ニ
ラ
チ
ヂ
ミ

と
キ
ム
チ
チ
ヂ
ミ
は
、
お
か
げ

さ
ま
で
大
盛
況
、
２
時
間
ほ
ど

で
完
売
御
礼
で
し
た
。

　

晴
天
に
も
恵
ま
れ
、
参
加
し

た
ご
利
用
者
は
春
の
日
差
し
を

存
分
に
浴
び
な
が
ら
、
チ
ヂ
ミ

に
舌
鼓
を
打
ち
、
踊
り
や
カ
ラ

オ
ケ
大
会
等
の
催
し
を
楽
し
ま

れ
て
い
ま
し
た
。
来
年
も
楽
し

み
で
す
ね
。

フ
ル
ー
ト
演
奏
と
ス
マ
イ
ル
講
演

ユニットをフラワーガーデンに

3年ぶりに
ファッションショー

真
野
ふ
れ
あ
い
花
ま
つ
り
に
参
加
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共生園（養護施設）

共生再活院（知的障害者施設）

木浦障害者療養院（重度障害者施設）

　第 43 回障害者の日を記念して、利
用者 22 名と職員 20 名が光州の無等
山ヒノキ自然休養林へ春の遠足に出
かけました。
　利用者と職員がペアになってプログ
ラムにも参加し、解説者と一緒に歩い
た森林散歩はみんなにとって癒しの時
間となりました。
　プログラム体験でもらったプレゼン
トをたくさん抱えて帰ってきた利用者
の皆さんはとてもうれしそうでした。

　Social Solidarity Bankのご支援および生命保
険社会貢献委員会、サムスン生命のご後援によ
り、共生園の子どもたち全員が1泊2日で龍仁市
のエバーランドに行ってきました。
　エバーランドは国内最大規模のテーマパーク
で、アトラクションやショー、食べ物などワクワ
クがいっぱいです。
　とても楽しみにしていたナイトパレードは華や
かな照明や響き渡る音楽、立体感あふれる演出
で楽しい思い出になりました。

　4 月 20 日の「障害者の日」を記念して、「みんなで
一緒に春！」をテーマに、施設内で楽しい一日を過ご
しました。
　一番盛り上がった隠し芸大会（特技自慢）をはじめ、
宝さがしやミニ運動会、ソンリムクイーンライオンズ
クラブの皆様の才能ボランティアによるネイルアート
や一日美容室でもいつもと違う楽しみを満喫しました。 

春の遠足「2023年 みんな一緒で幸せな春」

1泊2日でエバーランドへ

障害者の日イベント「みんなで一緒に春！」

こころの家族のルーツ、韓国木浦共生園やその姉妹施設の近況をお伝えします
●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　　
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2023 年 4月～2023 年 5月の寄付者 ( 敬称略 )

  2023 年 4 月～2023 年 5月の来訪者・ボランティア ( 敬称略 )

観寺 伊津美
福音宣教教会
  御国 イザヤ
李 善惠
夫 昇培
土井 康晴
枝川 愛の教会
匿名希望者
鈴木 仁
田村こどもクリニック 
田村 保憲
峯岸 義則
小林 四郎
工楽 善通
㈱スポーツ寿苑
  代表取締役
  鄭 貞子
大韓シルバー会
  会長　河 久子

岩村 富子
藤原 一臣
李 守陳
中村 啓子
藤田 裕之
畑 正樹
畑 有紀
星田 正雄
金 慶光
ペン株式会社
金氏高麗人参株式会社
金山 委智夫
(有)テラヲ貸物店
多胡 元喜
瀧澤 織衣
「ハートサービス運
動」募金箱
佐藤 美津子
遠藤 冨美子

株式会社ヤマエン
タープライズ
  代表取締役
  池 正淑
渡辺 智枝
松下 令子
ソウル市老人福祉協会
故郷の家・募金箱
佐藤 友美
松本 光惠
田内 緑
栗原 彬
日本キリスト教団明
石教会
辻 寛
小林 孝志
岡 真由美
浅野 和子
藤原 興

ながやま歯科
  永山 成大
錦織 葆
埼玉・コリア21
  小川 満、小川 厚子
薛 三津雄
金 延炫
単立キリスト教八街
グレイス教会
  申 鉉錫
松田 益睦
オートプロ島田
  島田 隆男
片桐 いづみ
北脇 志郎
北脇 要子
太田 清孝
山本 大
横路 由美子

■故郷の家(堺)
鈴木 惠子ご家族
赤羽 隆雄ご家族
宮崎 泰ご家族
大林 成子ご家族
張李 瑞貞ご家族 
森繁 雄様ご家族
原田 洋子ご家族
加藤 憲司ご家族
晋山 敏男ご家族
大仲 玲子ご家族
澤田 和代ご家族
服部 國彦ご家族
武吉 文子ご家族
中野 和夫ご家族
北村 喜久子ご家族
着本 アサ子ご家族

岩川 善嗣ご家族
板橋 紀美ご家族
森 繁雄ご家族
張李 瑞貞ご顔族
あゆみ介護センター

■故郷の家・神戸
山口 真望
池田 邦子
呂 錦順ご家族
多聞 みゑ子ご家族
伊東 冨美代ご家族
平沼 秀夫ご家族
くじめ内科
松岡 喜治
岡本 直美
元  花子

金谷 小香ご家族
岩本 文子ご家族
氷室 悦子ご家族
(有)マキサービス
辻  寛
清水 光久
佐藤 信子
小嵐 一広
伊藤 可寿子ご家族
田上 文子ご家族
南 健造ご家族
楽 成貞ご家族
坂井 シゲノご家族

■故郷の家・京都
近藤 貞子ご家族   
池下 幸美ご家族

松本 花子ご家族
赤井 美和子ご家族
羽谷 守子ご家族
安田 節子ご家族
伊東 光子ご家族
南 竒順ご家族
野田 頼子ご家族
大橋 一美ご家族
森山 栄子ご家族
竹内 春子ご家族
辻 一夫 ご家族
文 在良ご家族
大韓シルバー会京都支部 

■故郷の家・東京
大友 國次ご家族
安 江一ご家族

■故郷の家(堺)
新型コロナウイルス
蔓延予防のため、ボ
ランティア様の受入
れを行いませんでし
た。

■故郷の家・神戸
関 京子
戸田 和子
シルバーカレッジサ
ランの会

■故郷の家・京都
傾聴ボランティア
  京都PANA-ALC 3名
茶道
  池田 邦子

■故郷の家・東京
中島 榮美
〔訂正〕前号この欄で
「東京大学総合情報学
研究科総合情報学専攻

の実習生」となって
おりましたが「東洋
大学…」の間違いで
した。お詫びと共に
訂正いたします。

2023 年 4月～2023 年 5月の寄贈者 (敬称略。すべての方のお名前を記しているわけではございません。ご了承ください)

㈱グローバル
  代表取締役
  川島 忠義
山懸 文治
脇田 正一
故郷の家・東京
  職員一同
多田出 佳代子
坂入 髙雄
岩田 卓三
瀧田 茂子
金 容元
申 甲淳
宮原 智文
佐竹 敬
LAND JAPAN

小船井 ハツイご家族
桂 祐幸ご家族
南 公恵ご家族
瀧澤 トミ子ご家族
神戸 旬代ご家族
岩満 節子ご家族
玄 春河 ご家族
安達 多賀子ご家族
富永 昇 ご家族
田中 秋男ご家族
越後谷 フミご家族
小林 美智子ご家族
清水 智治ご家族 

堺
大 阪
神 戸

764,608 円
 1,500 円
44,717 円

京 都
東 京
法 人

  270,000 円
245,100 円
962,500 円

皆様のご支援に感謝申し上げます
2023年 4 月～2023年 5月 寄付合計 2,288,425円
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二
重
マ
ス
の
文
字
を
組
み
合
わ
せ
て

で
き
る
言
葉
を
答
え
て
く
だ
さ
い
。

日
韓
福
祉
交
流
通
信
　
こ
こ
ろ
の
家
族
　
　
20
23
年
7月
1日
発
行（
第
35
2号
）　
購
読
料
：
年
1.
00
0円
（
隔
月
発
行
）

【
ヒ
ン
ト
＝
二
人
は
恋
人
】

タ
テ
の
カ
ギ

ヨコのカギ

①
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
童
話
。

②
大
き
な
し
っ
ぽ
が
特
徴
の

動
物
。

③
謄
写
版
の
こ
と
。

④
お
母
さ
ん
と
子
供
。

⑥
き
ょ
う
だ
い
が
い
ま
せ

ん
。

⑨
警
戒
レ
ベ
ル
3
に
な
る
と

「
高
齢
者
等
は
│
│ 

」。

⑪
奈
良
公
園
に
た
く
さ
ん

い
ま
す
。

⑬
ア
フ
リ
カ
大
陸
な
ど
に

分
布
す
る
動
物
。角
が
あ

り
ま
す
。

発行人 ： 田内文枝　編集人 ： 市川速水　編集 ： 多胡元喜、佐東まゆみ
法人本部　〒590-0142　大阪府堺市南区檜尾3360-12　☎072-271-0881　Fax 072-271-5474
　　　　　http://www.kokorono.or.jp　E-mail :  kazoku@kokorono.or.jp

　正解者の中から３名
さまに鮮やかな色使い
が楽しい韓国製ストラッ
プをプレゼント。
　応募は、はがきにクロ
スワードパズルの答、住
所・氏名・電話番号をお
書きのうえ、

〒590-0142堺市南区檜尾3360-12「故郷の家・クイズ
係」まで。8月10日締め切り。
　本誌をお読みになった感想、メッセージなどもどうぞお
書き添えください。お待ちしています！

プレゼント

①一枚の紙から鶴が。
⑤木材や金属だけでなく、爪を研ぐときにも使いますね。
⑥皮膚から分泌されます。
⑦「アルバイト」の略。
⑧椅子や机その他、会社などに備え付けられているもの。
⑩利率が低いと少ししかつきませんね…。
⑫鳥の赤ちゃん。
⑬小説などの作品を制作した人。
⑭博多が本場。ピリ辛です。

※

前
回
の
答
は「
ハ
チ
ジ
ュ
ウ
ハ
チ
ヤ
」で
し
た
。
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郵便振替　　　口座番号： 00940-0-329280
　　　　　　　加入者名：社会福祉法人こころの家族
銀行振込　　　銀行名　：三菱UFJ 銀行
　　　　　　　支店名　：光明池支店　普通 1052623
　　　　　　　口座名義：社会福祉法人こころの家族

ご送金の方法

在日韓国老人ホームを作る会の働きにより「こころの家族」が誕生しました。

ブログ　http://kokyosakai.blog40.fc2.com/

　故郷の家   （堺）　田内基（理事長）、巽耕作（施設長）
大阪府堺市南区檜尾3360-12　TEL 072-271-0881

ブログ　http://kokyoosaka.blog79.fc2.com/

　故郷の家・大阪　田中久美子（主任ケアマネ）
大阪府大阪市生野区中川2-4-26　TEL 06-6753-6580

ブログ　http://kokyokobe.blog40.fc2.com/

　故郷の家・神戸　松下良平（施設長）　
兵庫県神戸市長田区東尻池町 7-4-21　TEL 078-651-1555

ブログ　http://kokyokyoto.blog41.fc2.com/

　故郷の家・京都　藤原一臣（特養施設長）、金滋榮（ケアハウス施設長）　
京都府京都市南区東九条南松ノ木町47　TEL 075-691-4448

東京都江東区塩浜1-4-48　TEL 03-3644-0555
ブログ　http://kokyotokyo5.blog.fc2.com/

　故郷の家・東京　多胡元喜（執行理事）、市川速水（デジタル本部長）、
　　　　　　　　   朴正米（特養施設長）、塩川優子（ケアハウス施設長）　

人は、誰しも懐かしい思い出に満ちたふるさとをもっている。
ふるさとは、生まれ育った所であると同時に「帰る」所であろう。
人生の喜びと悲しみ、栄光と重荷を背負って帰り着くところが
ふるさとであれば、なんと素晴らしいことではないか。
そこでは、経験を分かち合い、共に希望をもって生きることができる。
　　　　　　　　    （阿部志郎・神奈川県立保健福祉大学名誉学長）

A）愛の寄付金 ……………………………… 自由な金額
B）  賛助会員 ………………………………… 月1,000 円（年 1万 2千円）
C）  奨学金会員（留学生や孤児・障害児支援）……  月 5,000 円（年 6万円）
D）１％会員（所得、売上、祝儀、遺産、感謝）
E）  １坪会員（施設の新築・改築や環境改善支援）…… 30万円

本法人は統一教会とは
関係ありません

お読みになった後はお隣の方にもおまわし下さい

寄付申込書
年　　　月　　　日

＊この申込書を FAX でお送りいただくか下記施設まで郵送を
お願いします。

お名前

連絡先　〒

TEL

FAX

ふりがな

ご寄付内容　※具体的な支援先や事業名があれば、口数や金額とともに
　　　　　　　記入してください。

●（　　　　　）として（　　　）口、　（　　　　）円を寄付します。

（自宅・会社）

FAX  072-271-5474  または  03-3644-0556

例１：●（Ｂ・賛助会員）として（２）口、（年２万４千）円を寄付します。
例２：●（Ｅ・１坪会員・堺）として（１）口、（３５万）円を寄付します。　

共に希望に生きる

こころの家族のサポーターになってください

お気軽に
お問い合わせ
ください。
故郷の家のご利用相談や
寄付。困っている高齢者、
留学生、外国籍の方も
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